
これまでは、婚姻届や出生届等による戸籍への記載は、和紙で作られた戸籍原本
にタイプライターで記載するという方法をとっており、戸籍の作成には1週間程
度の時間がかかっていました。
それがコンピューターで記録・管理することにより、戸籍記載にかかる時間が大
幅に短縮されます。
また、戸籍謄本等の証明書についても住民票などと同様にスピーディーに発行で
きるようになります。

縦書きの文章形式から横書きの項目別の記載形式に変わり、見やすくなります。
手数料は今までと変わりません。

 　　　　　　　　（現　在）　　　　　　　　　　　　　　　　（電算化後）
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（1の1） 　全　　部　　事　　項　　証　　明

　北海道○○郡◇◇村大字△△５番地

　真狩　太郎

戸籍事項
　　　戸籍改製 【改製日】　平成２３年３月２６日

【改製事由】　平成６年法務省令第５１号附則第２条１項による改製

戸籍に記録されているもの

【名】　太郎

【生年月日】　昭和４０年７月５日 　　　【配偶者区分】　夫
【父】　真狩一郎
【母】　真狩花子
【続柄】　長男

身分事項
　　　出　　　生 【出生日】　昭和４０年７月５日

【出生地】　北海道○○郡◇◇村
【届出日】　昭和４０年７月１３日
【届出人】　父

　　　婚　　　姻 【婚姻日】　平成５年１月５日
【配偶者氏名】　北海幸代
【従前戸籍】　北海道上北海道○○郡◇◇村大字５番地　真狩一郎

戸籍に記録されているもの

【名】　幸代

【生年月日】　昭和４３年１２月１０ 　　　【配偶者区分】　妻
【父】　北海三郎
【母】　北海ミドリ
【続柄】　三女

身分事項
　　　出　　　生 【出生日】　昭和４３年１２月１０日

【出生地】　北海道□□市
【届出日】　昭和４３年１２月１５日
【届出人】　父

　　　婚　　　姻 【婚姻日】　　平成５年１月５日
【配偶者氏名】　真狩太郎
【従前戸籍】　北海道□□市中央１丁目１番地　北海三郎

以下余白

発行番号　　00000001

　　これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

本　　　　籍

氏　　　　名

職印
北海道虻田郡真狩村長 佐々木 和見平成24年3月26日

三
月
二
十
六
日
か
ら
戸
籍
謄
本
等
の
証
明
書
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
発

戸
籍
事
務
が
電
算
化
さ
れ
ま
す

真
狩
村
で
は
、
戸
籍
の
作
成
や
証
明
書
の
発
行
を
よ
り
早
く
行
い

の
向
上
を
図
る
た
め
、
戸
籍
の
電
算
化
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 □

問

戸籍の電算化ってどういうこと？

電算化で何が変わるの？

電算化前の紙戸籍は「平成改製原戸籍」として保存されます。
電算化されることで、それ以前に死亡や婚姻等で除籍されている方は新たな電算
化戸籍には記録されないので、相続等の手続きの場合は、この「平成改製原戸
籍」もとっていただくことになります。

現在、手書きで記載されている戸籍には、くずし字や書き癖で書かれているもの
が多くあり、通用字体とは異なる字体（誤字）となっているものがあります。電
算化されることによって、これらの文字は、正しい字体に置き換えられて記録さ
れます。
それにともない、住民票の氏名も戸籍と同じ文字に統一されます。
この変更は表記上の取り扱いであって、このことによって氏名が変更されるもの
ではありませんので、運転免許証の修正や印鑑登録等の変更手続をする必要はあ
りません。
該当する方には２月頃に郵便でお知らせをしますので確認をお願いします。

附票とは、戸籍に記載されている方の住所履歴が記載されているものです。
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戸籍の電算化ってどういうこと？

電算化で何が変わるの？

今までの戸籍はどうなるの？

氏名文字が常用漢字に統一されます

戸籍の附票も電算化されます

電
算
化
に
よ
り
こ
れ
ま

で
と
取
り
扱
い
が
変

る
部
分
が
あ
り
ま
す
が

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

文字表記の変更例

現在の
記載

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

電算化後 藤 眞 藏 邉 廣( ) 原

附票とは、戸籍に記載されている方の住所履歴が記載されているものです。
電算化された附票には最新の住所のみが記載されるので、それ以前の住所履歴が
必要な場合は、「改製原附票」をとっていただきます。
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